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健康カレンダー



こ
の
夏
、
行
わ
れ
ま
し
た

町
ぐ
る
み
健
診

の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基
本
健
診
受
診
者
数
は
、
三
千
二

百
九
十
七
人
で
昨
年
に
比
べ
三
十
五

人
減
少
し
ま
し
た
。

男
女
別
比
率
は
、
男
性
が
三
十

六
％
、
女
性
が
六
十
四
％
で
し
た
。

総
合
判
定
の
結
果
で
は
、
要
継
続

医
療
が
三
十
六
・
四
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
、
要
精
密
検
査
が
二
十
四
・

三
％
で
し
た
。

検
査
別
異
常
率
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
循
環
器
系
が
最
も
多
く
、
そ

の
中
で
も
血
液
脂
質
（
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
）
の
異
常
が
、

三
十
三
・
二
％
と
年
々
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
値
が
高
く
な
る
と
、
高
脂
血
症
と

な
り
、
動
脈
硬
化
や
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
、
脳
血
栓
な
ど
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
高
脂
血
症
の
要
因
に
は
、
太

り
す
ぎ
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
す
ぎ
、

糖
分
の
取
り
す
ぎ
、
運
動
不
足
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
活
習
慣
を
見

直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
診
を
受
け
て
い
て
も
、
そ
の
結

果
に
関
心
を
払
い
、
日
常
生
活
に
生

か
さ
な
く
て
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。

健
診
を
生
か
す
ポ
イ
ン
ト

健
診
結
果
は
保
管
し
、
毎
年
の
変

化
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

四
十
才
以
上
の
方
は
、
健
康
手
帳

に
結
果
シ
ー
ル
を
は
り
付
け
し
て
お

く
と
便
利
で
す
。

要
再
検
、
要
治
療
の
方
は
、
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

異
常
な
し
で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

健
康
を
過
信
し
て
不
健
康
な
生
活
習

慣
を
続
け
て
い
る
と
、
半
年
後
や
一

年
後
に
は
異
常
が
で
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
年
ご
と
の
健
診
結
果
の

変
化
に
注
意
し
て
、
積
極
的
に
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

健
診
結
果
、
そ
の
他
、
健
康
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
ま
で
お
願

い
致
し
ま
す
。（

五

二
一
二

二
）



南
淡
町
長

森

紘

一

携
帯
電
話
を
使
っ
て
の
人
員
報
告

婦
人
会
に
よ
る
炊
き
出
し

沖
合
い
に

隻
の
漁
船
が
避
難（
沼
島
）

煙
ハ
ウ
ス
で
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験

地
震
だ
！

ま
ず
身
の
安
全
確
保

南
淡
町
長

森

紘

一

今
後
五
十
年
以
内
に
八

％
の
確

率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
南
海
地

震
を
想
定
し
た

防
災
訓
練

が
九

月
一
日
（
沼
島
は
九
月
四
日
）、
町

内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
、
南
海
ト
ラ
フ

付
近
で
大
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
・
四
）
が
発
生
、
津
波
や
火
災
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

各
家
庭
や
小
中
学
校
、
事
業
所
で

は
身
の
安
全
の
確
保
や
火
の
始
末
な

ど
を
行
い
、
高
台
な
ど
の
指
定
さ
れ

た
避
難
場
所
へ
徒
歩
で
避
難
し
ま
し

た
。今

回
の
防
災
訓
練
に
あ
わ
せ
て
運

用
を
始
め
た

防
災
ネ
ッ
ト

を
利

用
し
、
携
帯
電
話
を
通
じ
各
地
区
町

内
会
等
か
ら
災
害
対
策
本
部
へ
人
員

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
で
は
、
消
防
団
員

の
指
導
に
よ
る
消
火
栓
使
用
実
技
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
が
置
か
れ
た
福
良

小
学
校
で
は
、
避
難
所
開
設
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
婦
人

会
に
よ
る
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
、
一

千
個
の
お
に
ぎ
り
が
作
ら
れ
、
避
難

者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
広
域

消
防
南
淡
分
署
に
よ
り
救
護
所
が
開

設
さ
れ
、
集
ま
っ
た
避
難
者
に
応
急

手
当
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ

戦
没
学
徒
記
念

若
人
の
広
場

は
、
平
成
七
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
よ
り
荒
廃
し
た
ま
ま
現
在

に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。
地
震
に
よ

り
設
備
等
に
被
害
を
受
け
、
ま
た
こ

れ
を
管
理
運
営
し
て
い
る
財
団
法
人

の
経
営
状
態
も
悪
化
し
、
再
建
が
難

し
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。

私
が
町
長
に
就
任
し
た
当
時
か
ら
、

大
勢
の
方
々
か
ら
再
建
を
望
む
声
を

頂
戴
し
、
財
団
法
人
・
県
・
国
と
と

も
に
検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
未
解
決
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
間
、
南
淡
町
に
対
し

再
建
依
頼
や
苦
情
が
多
く
、
こ
の
施

設
は
南
淡
町
が
管
理
運
営
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
て
お
り
、
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
遺
品
を
提
供
さ
れ
た
方
々
か

ら
そ
の
管
理
状
態
に
対
し
不
満
が
多

く
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
数
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
は
、

町
・
県
と
の
協
議
を
経
て
遺
品
管
理

が
一
番
重
要
で
あ
る
と
の
見
解
の
も

と
で
遺
品
の
保
管
先
を
早
急
に
決
定

す
る
よ
う
財
団
法
人
に
対
し
指
導
し

ま
し
た
が
、
財
団
法
人
の
経
営
上
の

こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
後
は
進
展
が

な
く
時
間
が
経
つ
ば
か
り
で
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
間
、
遺
品
も
放
置
状
態
で

あ
っ
た
た
め
、
雨
に
濡
れ
た
り
破
損

し
た
り
し
た
も
の
も
あ
り
、
遺
品
引

受
先
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
た
び

立
命
館

大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

へ

遺
品
の
保
管
を
お
願
い
す
る
旨
の
方

針
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

先
日
、
財
団
法
人
の
斎
藤
理
事
長

及
び
大
橋
理
事
が
役
場
へ
来
庁
さ
れ
、

遺
品
の
現
状
を
確
認
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
寄
贈
に
関
す
る

財
団
法
人
の
理
事
会
決
議
が
な
さ
れ

た
後
、
財
団
法
人
か
ら
の
寄
贈
依
頼

に
基
づ
き
、
立
命
館
大
学
理
事
会
の

受
諾
決
議
が
な
さ
れ
れ
ば
、
遺
品
を

立
命
館
大
学
へ
寄
贈
す
る
運
び
と
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
と
り
あ
え
ず
遺
品

保
管
の
見
通
し
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
遺
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
も
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

財
団
法
人
（
文
部
科
学
省
、
厚
生
労

働
省
認
可
の
二
財
団
）
の
清
算
手
続

き
に
進
ん
で
ゆ
く
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
現
設
備
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
財
団
法
人
、
県
、
国
と
も
協

議
し
、
よ
り
良
い
方
法
を
選
択
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
の
今
後
と
も
の
ご
意
見
、
ご

指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
現
状
の
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

ら
に
、
地
震
の
揺
れ
を
体
験
で
き
る

起
震
車
や
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
、
県
警

本
部
機
動
隊
に
よ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

や
カ
ッ
タ
ー
ソ
ー
な
ど
の
装
備
資
機

材
の
使
い
方
を
説
明
す
る
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
被

災
し
た
と
き
の
対
応
な
ど
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

漁
業
が
主
要
な
収
入
源
で
あ
る
沼

島
地
区
で
は
、
津
波
か
ら
漁
船
や
連

絡
船
を
守
ろ
う
と
漁
港
内
か
ら
沖
合

へ
緊
急
避
難
す
る
訓
練
を
今
回
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
防
災
訓
練
に
は
、
避
難
人

員
合
計
五
、
三

五
人
が
参
加
し
、

い
つ
地
震
が
発
生
し
て
も
慌
て
ず
に

行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
、
地
域

の
結
束
を
深
め
て
災
害
を
乗
り
切
る

こ
と
の
必
要
性
を
、
身
を
も
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



鶴澤 友路さん

川渕 泰司さん

魚谷佳代子さん楓 るみ子さん

浦瀬 泰司さん

奥濱 綾子さん
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日
ご
ろ
か
ら
心
身
の
健
康
保
持
に

努
め
、
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
も
っ

て
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
九
十
歳
以

上
の
高
齢
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る

兵
庫
県
高
齢
者
特
別
賞

が
鶴
澤

友
路
（
本
名

宮
崎
君
子
）
さ
ん
（
福

良
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

鶴
澤
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、

郷
土
芸
能

淡
路
人
形
浄
瑠
璃

の

伝
承
活
動
に
尽
く
さ
れ
、
現
在
は
重

要
無
形
文
化
財
義
太
夫
節
三
味
線
保

持
者
（
人
間
国
宝
）
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
淡
路
人
形
座

員
を
始
め
、
淡
路
人
形
後
継
者
団
体

の
指
導
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

九
月
八
日
、
兵
庫
県
公
館
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
井
戸
知
事
か
ら
表
彰

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
青
少
年
本
部
及
び
地
方

青
少
年
本
部
等
の
発
展
に
特
別
の
功

労
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る

兵

庫
県
青
少
年
本
部
特
別
功
労
者
感
謝

状

が
川
渕
泰
司
さ
ん
（
阿
万
・
三

原
郡
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
）

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

川
渕
さ
ん
は
、
淡
路
青
少
年
本
部

の
副
本
部
長
と
し
て
、
特
に
淡
路
青

少
年
本
部
活
動
の
推
進
、
並
び
に
地

域
あ
げ
て
青
少
年
育
成
を
目
指
す

地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運

動

に
参
画
し
、
推
進
に
努
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

九
月
二
日
、
淡
路
県
民
局
県
民
局

長
室
で

兵
庫
県
青
少
年
本
部
・
中

谷
一
彦
専
務
理
事
か
ら
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

心
豊
か
な
美
し
い
兵
庫
の
実
現
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
方
を
表
彰
す
る

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

が
魚
谷

佳
代
子
さ
ん
（
沼
島
）
と
楓
る
み
子

さ
ん
（
福
良
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

魚
谷
さ
ん
は
、
沼
島
地
区
愛
育
班

員
と
し
て
、
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
並

び
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
や
一
人
暮
ら
し

老
人
へ
の
声
か
け
な
ど
の
在
宅
福
祉

へ
の
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

楓
さ
ん
は
、
南
淡
町
い
ず
み
会
会

長
と
し
て
、
調
理
実
習
や
料
理
教
室

を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
食
生
活
改

善
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
健
康

づ
く
り
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
十
七
日
、
三
原
郡
生
活
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た

淡
路
男
女
共
同

浦
瀬
泰
司
さ
ん
（
福
良
・
京
都
産

業
大
学
四
年
）
が
、
日
本
武
道
館
で

十
月
二
日
・
三
日
に
開
催
の

全
日

本
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
（
八
十

一

級
）
と
、
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー

ナ
で
十
一
月
二
十
日
・
二
十
一
日
に

開
催
の

講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
八
十
一

級
）

に
出
場
し
ま
す
。

浦
瀬
さ
ん
は
小
学
校
二
年
生
の
頃

か
ら
南
淡
少
年
柔
道
教
室
で
柔
道
を

始
め
、
そ
の
後
も
南
淡
中
学
校
柔
道

部
、
御
影
工
業
高
等
学
校
へ
進
学
し
、

力
を
つ
け
ま
し
た
。
現
在
は
京
都
産

業
大
学
に
在
学
し
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

浦
瀬
さ
ん
の
得
意
技
は
内
股
と
肩

車
。

四
年
後
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
は
、
テ
レ
ビ
の
前
で
待
っ
て
い

て
く
だ
さ
い

と
大
き
な
夢
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

奥
濱
綾
子
さ
ん
（
阿
万
・
南
淡
中

学
三
年
）
が
八
月
二
十
八
日
に
洲
本

市
総
合
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
た

淡
路
青
少
年
の
主
張

に
お
い
て

中
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

十
月
三
日
に
神
戸
で
行
わ
れ
る

少

年
の
主
張
兵
庫
県
大
会

（

兵
庫

県
青
少
年
本
部
主
催
）
に
淡
路
地
区

の
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

奥
濱
さ
ん
は
、
小
学
生
の
と
き
に

だ
ん
じ
り
唄

の
魅
力
を
知
っ
て
、

中
学
で
郷
土
芸
能
部
に
入
り
、
浄
瑠

璃
語
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

回
発
表
す
る

（
題
名
）
淡
路
を
未

来
に
つ
な
げ
る
た
め
に

に
は
、
自

分
が
大
好
き
な
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
、
後
世
に
伝
え
る
こ

と
で
淡
路
島
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

県
大
会
を
前
に
、奥
濱
さ
ん
は
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い

と
語
り
ま
し
た
。

参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。



郡
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
九
月

三
日
、
緑
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会

設
立
に
向
け
て
の

合
併
契
約
調
印

式

を
行
い
ま
し
た
。

関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
の
下
、

四
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
が
合

併
協
定
書
と
契
約
書
に
調
印
し
ま
し

た
。今

回
調
印
さ
れ
た
合
併
協
定
書
に

は
、
四
町
社
会
福
祉
法
人
を
解
散
し
、

そ
の
区
域
を
も
っ
て

南
あ
わ
じ
市

社
会
福
祉
協
議
会

を
設
立
す
る
こ

と
や
、
新
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
本

部
事
務
所
の
位
置
を
緑
町
広
田
広
田

一

六
四
に
置
く
こ
と
、
旧
四
町
に

支
部
を
置
く
こ
と
、
合
併
の
期
日
を

一
月
十
一
日
に
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

谷
口
啓
一
南
淡
町
社
協
理
事
長
は

調
印
後
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
た
新
組
織
づ
く
り
の
た
め
、

多
く
の
方
の
力
添
え
が
必
要
で
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
汚
水
を
処
理
し
て
い
る
た
め
、

微
生
物
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
保

つ
よ
う
に
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
浄
化

槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
法

定
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
、
法
的

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
定
検
査

に
は
、
次
の
二
種

類
の
検
査
が
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
使
用
開
始
後
六
カ
月

を
経
過
し
て
か
ら
二
カ
月
以
内

に
行
う

設
置
後
の
検
査

毎
年
定
期
的
に
行
う

定
期

検
査

法
定
検
査

は
、
兵
庫
県
が
指

定
す
る
検
査
機
関

（
社
）
兵
庫
県

水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い

ま
す
。

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、

法
定
検
査

の
案
内
通
知
が

（
社
）兵
庫
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
の

際
は
必
ず
法
定
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

法
定
検
査
に
関
す
る
問
合
せ
先

（
社
）
兵
庫
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

七
八

三

六

六

二
一

多
数
の
立
会
人
が
見
守
る
中
、
調
印

す
る
谷
口
啓
一
南
淡
町
社
会
福
祉
協

議
会
理
事
長（
右
）



く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
は
、

地
域
に
お
け
る
消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
・
苦
情
の
掘
り
起
こ
し
、
被
害

の
未
然
防
止
啓
発
事
業
に
携
わ
る
だ

け
で
な
く
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
め
ざ
す
生
活
創
造
活
動
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、
日
常
生
活
に
お

け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
啓
発
・
実

践
・
提
供
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
次
の

方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
二
年
間

で
す
。

（
敬
称
略
）

居

神

初

美
（
福

良
）

松

坂

百
合
枝
（
賀

集
）

松

坂

昭

代
（
潮
美
台
）

岡

部

佳

美
（
北
阿
万
）

池

田

昌

子
（
阿

万
）

南
淡
町
の
豆
棋
士
、
堀

巌
允
く

ん
（
福
良
小
四
年
）
と
酒
部
敦
史
く

ん
（
福
良
小
三
年
）、
安
藤
拓
成
く

ん
（
福
良
小
二
年
）
が
十
一
月
七
日

に
明
石
市
魚
住
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る

兵
庫
県
子
ど
も
会
少
年

少
女
将
棋
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

三
人
は
九
月
五
日
に
洲
本
市
総
合

福
祉
会
館
で
行
わ
れ
た

淡
路
少
年

少
女
将
棋
大
会

に
南
淡
町
代
表
と

し
て
出
場
、
堀
く
ん
が
小
学
校
高
学

年
の
部
で
優
勝
し
、
酒
部
く
ん
が
小

学
校
低
学
年
の
部
で
優
勝
、
安
藤
く

ん
が
準
優
勝
を
収
め
、
県
大
会
出
場

へ
の
切
符
を
獲
得
し
ま
し
た
。

普
段
の
練
習
と
し
て
、
堀
く
ん
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
神
戸
に
出
か
け
て
大
人

た
ち
に
混
じ
り
練
習
し
、
酒
部
く
ん
、

安
藤
く
ん
は
中
央
公
民
館
将
棋
教
室

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

目
指
す
は
優
勝

と
県
大
会
へ

向
け
て
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

県大会へ向けて練習に励む堀くん（左）、酒部
くん（右）、安藤くん（中央）

南
淡
町
農
業
ま
つ
り
が

九
月
二
十
三
日
、
賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。主

な
内
容
は
、
第
五
十
回
南
淡
町

畜
産
共
進
会
や
淡
路
ビ
ー
フ
試
食
会
、

淡
路
島
牛
乳
の
試
飲
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
重
量

当
て
ク
イ
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

共
進
会
に
は
乳
牛
二
十
五
頭
、
黒

毛
和
種
々
牛
二
十
一
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
中
は
審
査
、
午
後
か

ら
畜
産
功
労
者
や
入
賞
者
等
の
表
彰

式
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

乳

牛

木
田

有
（
稲
田
南
）

和

牛

越
岡

良
雄
（
阿

万
）

乳

牛

沖
田

嘉
秀
（
賀

集
）

和

牛

佐
野

吉
治
（
阿

万
）

雌

江
本

雅
美
（
稲
田
南
）

去

勢

萩
原

正

（
賀

集
）

三
善

秀
夫
（
新
田
北
）

堤

茂
樹
（
賀

集
）

名
誉
賞
（
未
経
産
）

・
ダ
ー
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ダ

ン
・
フ
ラ
ン
シ
ン

木
田

有
（
稲
田
南
）

名
誉
賞
（
経

産
）

ナ
カ
ム
ラ
・
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ド
・

ユ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン

中
村

秀
吉
（
新
田
中
）

最
優
秀
賞
（
未
経
産
）

ス
ー
リ
ン
・
シ
ャ
ネ
ル
・
ア
ス
タ
ー

藤
田

隆
（
筒

井
）

最
優
秀
賞
（
経

産
）

ラ
イ
ブ
リ
ー
・
ス
ト
ー
ム
・
ブ
ロ
ー

カ
ー
・
ツ
ネ山

口

貴
士
（
新
田
北
）

特
別
賞
（
乳
器
賞
）

ナ
カ
ム
ラ
・
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ド
・

ユ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン

中
村

秀
吉
（
新
田
中
）

特
別
賞
（
最
優
秀
牧
場
賞
）

木
田

有
（
稲
田
南
）

一

部

藤
田

隆
（
筒

井
）

二

部

藤
田

隆
（
筒

井
）

三

部

木
田

有
（
稲
田
南
）

五

部

藤
田

隆
（
筒

井
）

六

部

木
田

有
（
稲
田
南
）

七

部

木
田

有
（
稲
田
南
）

八

部

山
口

貴
士
（
新
田
北
）

九

部

中
村

秀
吉
（
新
田
中
）

十

部

奥
野

泰
久
（
賀

集
）

十
三
部

木
田

有
（
稲
田
南
）

名
誉
賞

う
め
こ

上
村

桂
（
新
田
中
）

最
優
秀
賞
（
未
経
産
）

き
く
か

竹
内

長
吉
（
伊
賀
野
）

最
優
秀
賞
（
経

産
）

き
く
の

竹
内

長
吉
（
伊
賀
野
）

特
別
賞
（
郡
改
良
組
合
長
賞
）

か
ん
な

萩
原

正

（
賀

集
）

特

区

萩
原

正

（
賀

集
）

一

区

竹
内

長
吉
（
伊
賀
野
）

二

区

上
村

桂
（
新
田
中
）

四

区

竹
内

長
吉
（
伊
賀
野
）

入
賞
し
た
牛
も
う
れ
し
そ
う
な
表
情
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メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
わ
い
た
今
回

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
本
当
に
感
動
的

で
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
言
え
ば
ク
ー
ベ

ル
タ
ン
男
爵
を
思
い
出
す
方
も
多
い

と
思
い
ま
が
、
彼
の
残
し
た
言
葉
の

中
に
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
あ
る
た
め

の
条
件
と
し
て
の
い
く
つ
か
が
あ
り

ま
す
。あ

な
た
は
相
手
の
選
手
に
拍
手

を
お
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

あ
な
た
は
勝
っ
て
も
い
ば
ら
ず
、

負
け
て
も
泣
き
ご
と
は
言
い
ま
せ
ん

か
。

あ
な
た
は
競
技
の
た
め
に
競

技
を
し
て
い
ま
す
か
。（
他
に
も
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
）

こ
れ
ら
の
質
問
に

イ
エ
ス

と

答
え
ら
れ
る
場
合
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

と
言
え
る
と
し
て
い
ま
す
。

今
夏
の
男
子
体
操
、
団
体
戦
の
最

終
演
技
の
鉄
棒
を
終
え
た
日
本
選
手

に
、
逆
転
さ
れ
た
と
分
か
っ
て
い
な

が
ら
も
、
お
く
ら
れ
た
外
国
選
手
の

拍
手
こ
そ
が
、
そ
の
最
た
る
例
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

感
動
的
な
場
面
に
遭
遇
す
る
機
会

に
感
謝
も
す
る
し
、
そ
う
し
た

す

ば
ら
し
い
・
美
し
い

こ
と
に
対
す

る
、
素
直
な
気
持
ち
を
子
ど
も
た
ち

に
も
教
え
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

清
々
し
い
気
持
ち
の
体
験
を
も
望
み

た
い
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

今
夏
は
、
い
ま
わ
し
い
台
風
の
被

害
も
あ
り
、
改
め
て
お
見
舞
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

恐
ろ
し
さ
を
代
表
す
る
も
の
と
し

て
、
地
震
・
雷
・
火
事
・
・
・
さ
ら

に
台
風
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
然
の

猛
威
の
前
に
、
な
す
術
も
な
く
、
恐

ろ
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

さ
て
、
時
は
天
高
く
馬
肥
ゆ
る

候
・
・
・
体
育
、
食
欲
、
読
書
、
の

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に

心

身
の
健
康
づ
く
り
の
絶
好
の
季
節

で
す
。

健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
と
い

え
ば
、
元
気
に
走
り
回
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
こ
そ
、
大
人
の
目
か
ら
す
れ

ば
、
う
ら
や
ま
し
く
も
見
え
る
し
、

ほ
ほ
笑
ま
し
さ
を
象
徴
す
る
光
景
で

も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
は
大
人
み
ん
な
の
願
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
寄
せ
る
期
待
が
大

き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
優
し
い
目

く
ば
り
や
、時
に
は
雷
の
よ
う
な
お

や
じ

の
一
喝
も
必
要
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
の
気
を
も
ら

い
な
が
ら
、
大
人
も
子
ど
も
も
健
や

か
な
生
活
を
目
指
し
て
の
声
か
け

で
、
健
康
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
い
も
の
で
す
。

七
月
の
町
民
会
議
で
採
択
さ
れ
た

決
議
宣
言
の
一
つ
に

地
域
が
ひ
と

つ
の
家
庭
に
な
っ
て

あ
い
さ
つ

の
声
か
け
に
努
め
ま
す
。

が
あ
り

ま
す
。

ま
ち
が
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下
で
生

活
を
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
今
月

の
目
標
を
先
月
に
引
き
続
き
、
元
気

の
出
る

声
か
け

の
に
し
ま
す
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。（

榎
本
）

南
淡
町
教
育
委
員
会
で
は
、
南
淡

町
内
の
文
学
碑
や
歴
史
、
信
仰
な
ど

を
紹
介
し
た
本

南
淡
町
文
化
財
あ

れ
こ
れ

歌
と
石
と
伝
説
と

（

四
判
八
十
四
頁
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
南
淡
町
文
化
財
保
護

委
員
を
は
じ
め
町
内
多
く
の
方
々
に

協
力
を
い
た
だ
き
、
南
淡
町
文
化
財

調
査
専
門
員
の
藤
平
明
さ
ん
が
一
年

か
け
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

町
内
に
伝
わ
る
文
学
碑
（
和
歌
、

俳
句
、
雑
俳
）
と
御
詠
歌
等
の
紹
介

を
中
心
に
、
道
や
信
仰
な
ど
文
化
財

に
関
す
る
記
録
を
テ
ー
マ
ご
と
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
一
冊
千
五
百
円
で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
購
入
先

南
淡
町

教
育
委
員
会
（
役
場
本
館
三
階
）

（

五

二
五
一
九
）



操体組 語物海南

ンド、イーヨ

落ちないように息を合わせて

足踏みがそろった入場行進

歓
に
ー
レ
プ
好
ー
レ
プ
珍

た
し
ま
り
が
上

が
声

操体組 語物海南

ンド、イーヨ

落ちないように息を合わせて

足踏みがそろった入場行進

た
し
ま
り
が
上珍

月 日、秋晴れの下、小中学校で 運動会 が開催されました。
子どもたちは生き生きとした表情を見せながら、元気いっぱいに

走り、また躍動感たっぷりの踊りを披露してくれました。
応援に来た大人たちもビデオやカメラを片手に、 ガンバレー
と子どもたちに声援や拍手を送っていました。
今回ユニークだったのは、南海地震を想定した運動会用プログラ

ムがあったことです。地震や津波の恐ろしさや防災の必要性を組体
操で表現した、阿万小学校 ・ ・ 年による 南海物語 や、学
校から保護者の元へ子どもを引き渡す、福良小学校の と全校
生による 大津波が来たぞー では、観客の注目を集めていまし
た。

十
二
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日

に
大
阪
府
立
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る

第
十
八
回

全
国
都
道
府
県

対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
）
に
阿

部
領
太
く
ん（
阿
万
・
南
淡
中
三
年
）

が
兵
庫
県
内
の
精
鋭
が
集
う
選
抜

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

阿
部
く
ん
は
、
身
長
一
八
四
セ
ン

チ
と
校
内
一
の
長
身
。
県
選
抜
チ
ー

ム
で
も
三
番
目
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

こ
の
長
身
か
ら
打
出
さ
れ
る
ア
タ
ッ

ク
と
、
守
備
範
囲
が
広
い
レ
シ
ー
ブ
、

そ
し
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
精
神
面
で

フ
ォ
ロ
ー
す
る
力
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

休
耕
田
を
活
用
し
、
田
ん
ぼ
の
中

で
遊
び
、
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
九
月
五
日
、
阿
万
吹
上
浜
近
隣
の

水
田
で

淡
路
ど
ろ
ん
こ
ま
つ
り

南
淡

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

行
わ
れ
、
小
学
生
ら
二
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
な
が

ら
、
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
や
綱
引
き
、

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
に
は
流
し
素
麺
や
天
ぷ

ら
な
ど
の
振
る
舞
い
も
あ
り
、
今
夏

最
後
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

全
国
大
会
に
向
け
て
練
習
に
励
む

阿
部
領
太
く
ん（
左
）

田んぼの中でドッチボールをしました



狙
い
を
す
ま
し
て
慎
重
に
打
ち
ま
し
た

保
育
園
児
ら
も
長
寿
を
祝
い
ま
し
た

九
月
十
八
日
、
敬
老
の
日
を
前
に

南
淡
町
敬
老
会

が
文
化
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
在
住
で
七
十
歳
以
上
の
約
九

百
人
が
出
席
し
、
来
賓
や
主
催
者
、

各
地
区
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出

演
者
約
百
人
か
ら
長
寿
の
祝
福
を
受

け
ま
し
た
。

午
前
の
式
典
で
は
、
八
十
八
歳
以

上
の
四
百
一
人
の
方
や
、
金
婚
夫
婦

五
十
組
な
ど
へ
兵
庫
県
や
南
淡
町
か

ら
お
祝
い
金
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

森
町
長
か
ら

皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
今
の
南
淡
町
を
築
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い

と
あ
い
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
樫

本
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
か
ら

町内の老人クラブの親睦と健康づくりを目的に 南老連親善ゲー
トボール大会 が 月 日、賀集グラウンドで開かれました。
この大会には町内から チーム・ 人が参加し、チームごとに声

を掛け合いながら、得点を競い合いました。
大会結果は、次のとおりです。
優勝 東町、準優勝 野田、 位 はまかぜ（福良）、 位 塩

屋 、 位 ゆずるは（賀集）

は

健
康
を
保
ち
、
少
し
で
も
地
域

に
役
に
立
つ
高
齢
者
と
な
り
た
い
も

の
で
す

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

午
後
か
ら
人
形
浄
瑠
璃
や
だ
ん
じ

り
唄
、
リ
ズ
ム
体
操
、
踊
り
、
コ
メ

デ
ィ
な
ど
の
舞
台
が
あ
り
、
笑
い
や

涙
を
誘
い
な
が
ら
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
し
た
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
内
に
は
保
育
所

園
児
ら
に
よ
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
か
わ
い
ら
し
い
飾
り
付
け
が

さ
れ
、
長
寿
を
祝
う
雰
囲
気
を
引
き

立
て
て
い
ま
し
た
。

誰
で
も
気
軽
に
英
語
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
南
淡
町
国
際
交
流
協
会

と
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る

英
会

話
教
室

が
八
月
十
九
日
か
ら
十
月

二
十
八
日
ま
で
合
計
十
一
回
の
予
定

で
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
師
は
南
淡
町
小
学
校
英
語
指

導
助
手
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
先
生
。

ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
、
集
ま
っ

た
生
徒
十
五
人
に
生
き
た
英
話
を
教

え
て
い
ま
し
た
。
受
講
者
は
、

楽

し
く
て
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
る

と
語
っ
て
い
ま
す
。

お
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

九
月
五
日
、
中
央
公
民
館
で

南

淡
町
女
性
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
、学

校
心
理
士
・
ア
ル
パ
奏
者
の
上
之
山

幸
代
さ
ん
を
お
招
き
し
て
お
話
と
ア

ル
パ
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
之
山
さ
ん
は
、
南
米
パ
ラ
グ
ア

イ
で
日
本
語
教
師
と
し
て
三
年
間
を

過
ご
し
、
滞
在
中
に
習
得
し
た
ア
ル

パ
演
奏
を
日
本
の
中
学
校
で
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

楽
し
い
お
話
に
、
昔
か
ら
慣
れ
親

し
ん
で
い
る
曲
目
の
ア
ル
パ
演
奏
を

交
え
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
参
加
者
二

百
人
の
中
に
は
涙
を
浮
か
べ
る
人
も

アルパ演奏とお話で、ゆっくりとした
時間を過ごしました

先生からの質問に英語で答える受講者

金婚夫婦などへお祝いが贈られました



昨年の南淡町成人式昨年の南淡町成人式
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昨年の南淡町成人式

国
体
で
は
す
っ
か
り
お
な
じ
み
の

大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

第
一
号
は
、
第
三
十
八
回
群
馬
国
体

の

ぐ
ん
ま
く
ん

で
す
。
以
来
、

国
体
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
国

体
と
と
も
に
誕
生
し
て
い
ま
す
。
の

じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の

は
ば
タ
ン

は
二
十
四
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。
ち

な
み
に
、
兵
庫
県
の
翌
年
に
開
催
す

る
秋
田
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト

ス

ギ
ッ
チ

ま
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
国
体
の
直
後
、
大
日
本
体

育
会
（
現
・
日
本
体
育
協
会
）
は
国

体
の
一
層
の
盛
り
上
げ
を
図
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
の
歌
を
新
風
社
同
人
に
、

大
会
マ
ー
ク
を
宣
伝
人
協
会
に
そ
れ

ぞ
れ
制
作
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
し
て

誕
生
し
た
の
が
大
会
歌

若
い
力

と

炬
火

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
、
第
二
回
石
川
国
体

か
ら
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
歌

は
、
夏
の
甲
子
園
球
場
を
沸
か
す
、

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
歌

栄

冠
は
君
に
輝
く

の
一
年
先
輩
に
あ

た
り
ま
す
。

第
四
十
二
回
沖
縄
国
体
で
国
体

夏
・
秋
季
大
会
開
催
地
（
共
同
開
催

含
む
）
が
、
四
十
七
都
道
府
県
を
一

巡
（
兵
庫
県
・
奈
良
県
・
滋
賀
県
・

東
京
都
は
二
回
開
催
）
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
は

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

の
開
催
で
三
回
目
と
な
り
、
全
国
で

最
多
回
数
に
な
り
ま
す
。
こ
の
記
録

は
、
平
成
二
十
五
年
の
東
京
国
体
ま

で
六
年
間
続
き
ま
す
。

南
淡
ま
つ
り
で
大
人
気
だ
っ
た
、

の
じ
ぎ
く
国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
の

は
ば
タ
ン

納税（納付）は、お近くの銀行、
郵便局などの金融機関で 月
日（月）までにお忘れなく
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交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に

よ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
加
害
者

か
ら
の
賠
償
が
遅
れ
た
と
き
な
ど
は
、

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
治
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
の
費
用

は
国
保
が
後
か
ら
加
害
者
に
請
求
し

ま
す
。

国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き
は
、

必
ず
国
保
へ
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】

交
通
事
故
証
明
書（
後
日
で
も
可
）、

保
険
証
、
印
か
ん

国
保
へ
届
け
出
る
前
に
示
談
が
成

立
し
て
い
た
り
、
加
害
者
か
ら
治
療

費
を
受
け
取
っ
て
い
た
り
す
る
と
、

国
保
で
は
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
健
康
福
祉
課

五

二
五
一
一

年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ

は
、
年
金
受
給
が
近
づ
い
た
五
十
八

歳
に
な
ら
れ
た
方
で
、
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
に
一
定

の
期
間
以
上
加
入
さ
れ
た
方
に
対
し

て
、
年
金
加
入
記
録
を
お
知
ら
せ
し
、

事
前
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
将
来
の
年
金
の
請
求
手
続
き
を

円
滑
に
す
る
も
の
で
す
。

五
十
八
歳
に
な
ら
れ
た
方
で
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
を
対
象

と
し
ま
す
。

国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険

（
船
員
保
険
を
含
む
）
の
被
保
険
者

ま
た
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
。

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
管

理
し
て
い
る
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

保
険
（
船
員
保
険
を
含
む
）
及
び
共

済
組
合
等
に
か
か
る
年
金
加
入
記
録

で
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満

た
し
て
い
る
方
。

但
し
、
こ
の
制
度
は
平
成
十
六
年

三
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
以
前
に
五
十
八
歳
に
な
ら
れ
た
方

に
は
送
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
五

十
八
歳
の
到
達
月
の
翌
々
月
に
送
付

し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
・

船
員
保
険
の
加
入
記
録
が
確
認
で
き

ま
す
。

年
金
加
入
記
録
に
訂
正
が

な
い
方
で
年
金
額
の
試
算
を
希
望
さ

れ
る
方
に
は
後
日
、
年
金
見
込
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
金
加
入
記

録
に
訂
正
や
追
加
が
あ
る
方
は
、
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
調
査
・
整

備
を
行
い
、
再
度
そ
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
お
知
ら
せ
や
年
金
の
こ
と
で

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

）
に

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、社
会
保
険
事
務
所（

七
八

九
一
二

四
九
一
六
）、

ま
た
は
、
役
場
住
民
生
活
課
年
金
係

（

五

二
五
一

）

こ
の
た
び
、
竹
田
和
美
様
よ
り
十

万
円
を
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
善
意
銀
行
に
預
託
さ
れ
ま
し

た
。厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
南
淡
町
社
会
福
祉
協
議
会
）



敬
称
略
）

敬
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略
）

日
本
国
憲
法
第
三
十
条
に
よ
り
、

国
民
は
、
納
税
の
義
務
を
負
う

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
南
淡
町
に
は
こ
の
国
民
の
義
務

を
果
た
し
て
い
な
い
滞
納
者
が
い
ま

す
。税

金
が
ど
う
し
て
必
要
な
の
か
は
、

既
に
住
民
の
方
は
十
分
ご
存
知
だ
と

思
い
ま
す
。

当
町
と
し
ま
し
て
も
、
納
税
の
公

平
性
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
う
な
滞
納

者
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
の
で
、

町
税
徴
収
特
別

対
策
本
部

を
設
置
し
、
十
月

十

二
月
を

徴
収
強
化
月
間

と
定
め
、

十
月
に
は
固
定
資
産
税
、
十
一
月
は

国
民
健
康
保
険
税
、
十
二
月
は
住
民

税
を
そ
れ
ぞ
れ
の
月
間
目
標
と
し
て
、

滞
納
者
に
対
し
次
の
よ
う
な
方
法
に

よ
り
、
強
力
な
徴
収
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一

滞
納
世
帯
を
戸
別
訪
問
の
上

徴
収
す
る
。

二

滞
納
者
の
呼
出
納
税
相
談
の

実
施
。

三

電
話
債
権
・
不
動
産
・
預
貯

金
等
の
調
査
・
差
押
え
。

四

既
差
押
え
物
件
の
公
売
換
価
。

以
上
三
、
四
は

滞
納
処
分

と

い
い
、
町
が
滞
納
者
に
対
し
実
施
出

来
る
権
限
で
す
。

当
町
で
は
、
滞
納
者
が
無
く
公
平

な
税
政
を
保
ち
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は

お
早
め
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
税
の
納
付
及
び
分
割
納
税

方
法
等
納
税
上
の
ご
相
談
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

役
場
税
務
課（

五

二
五
一
三
）

阿
万
地
区

奥
浜
啓
行
、
榎
本

多
衣
子
、
坂
本
俊
哉
、
榎
本
和
弘
、

藤
本
卓
美
、
榎
本
明
司
、
廻
角

素
輝
、
安
田
弘
孜
、
江
本
れ
い

子
、
池
本

健
、
福
田

聖
、

江
本
賢
司
、
山
形
京
子
、
原

時

子
、
出
田
雅
教

灘
地
区

亀
田
房
枝

月 日 曜 日 第 講習時間 第 講習時間月 日 曜 日 第 講習時間 第 講習時間

回 数 受講日 曜 日 開始時間回 数 受講日 曜 日 開始時間



町民から親しまれている阿万風流踊り

あ

ま

ふ
り
ゅ
う

し
ょ
う
み
ょ
う

（文化庁選択文化財） 西淡音頭

運動会で披露される大久保踊
〔道具踊の髭奴（毛槍）〕

き
ょ
う
う
ん
し
ょ
う
に
ん

コ

オ

篠
田
き
く
江

テ

サ

坂
本

三
山

冠

句

篠
田

南
陽

冠

句

中
田

修
楽

冠

句

北
川

実
石

コ

オ

井
手
坂
忠
行

コ

オ

滝
川

静
馬

冠

句

樫
原

幸
男

冠

句

木
田

孝
男

ノ

イ

松
崎
み
よ
し

冠

句

菅
田

照
子

冠

句

北
川

富
三

テ

サ

木
下

泉
涯

カ
タ
タ

加
野

峰
堂

ユ

キ

山
本

一
楽

コ

オ

松
崎
よ
し
み

ユ

キ

栗
林

恒
男

冠

句

原
田

紅
梅

カ
タ
タ

木
下

恒
泉

ノ

イ

北
川

博
子

町
制
十
周
年
に
あ
た
る
昭
和
四
十

二
年
、
ふ
る
さ
と
ソ
ン
グ

西
淡
音

頭

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
音
頭

は
町
の
背
景
を
う
ま
く
歌
い
、
リ
ズ

ム
感
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
や
文
化
芸
能
祭
、
小

学
校
の
運
動
会
な
ど
で
踊
り
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
合
併
後
も
こ
の
踊
り

を
通
じ
て
、
西
淡
町
の
名
が
受
け
継

が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

亀
岡
八
幡
宮
に
伝
わ
る

阿
万
風

流
踊
り
は
、五
穀
豊
穣
と
郷
土
繁
栄

祈
願
の
た
め
室
町
時
代
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
干
ば
つ
に

遭
遇
し
た
と
き
、
願
い
が
叶
え
ば
神

前
に
こ
の
踊
り
を
踊
る
こ
と
を
告
げ
、

願
解
き
と
し
て
踊
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
毎
年
九
月
十
五
日
に
奉
納

さ
れ
て
い
ま
す
。
声
明
が
か
っ
た
ゆ

る
や
か
な
テ
ン
ポ
の
歌
か
ら
古
雅
な

感
じ
を
受
け
ま
す
。

江
戸
末
期
、
生
活
の
窮
状
を
代
官

所
へ
訴
え
て
出
て
、
か
え
っ
て
反
逆

の
罪
を
受
け
処
刑
さ
れ
た
、
百
姓
宮

村
才
蔵
の
霊
を
慰
め
る
た
め
村
人
が

行
っ
て
い
た
も
の
を
、
佐
尾
寺
（
八

木
大
久
保
）
の
住
職
教
雲
上
人
が
振

付
指
導
し
た
踊
り
と
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
三
十
一
年
、
大
久
保
踊
保

存
会
を
設
立
し
て
保
存
伝
承
に
取
り

組
み
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
県
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。
現
在
で
は
八
木
小
学
校
の
ク

ラ
ブ
活
動
や
高
校
の
体
育
祭
で
も
踊

ら
れ
、
町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

五
尺
踊
り
は
、
淡
路
島
最
大
の
百

姓
一
揆
で
あ
る

天
明
の
縄
騒
動

で
極
刑
に
処
せ
ら
れ
た
宮
村
才
蔵
ら

の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た

と
い
わ
れ
、
毎
年
、
才
蔵
の
命
日
で

あ
る
三
月
二
十
三
日
に
は
大
宮
寺
裏

山
の

天
明
志
士
記
念
碑

前
で
奉

納
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
踊
り
の

伝
承
に
力
を
注
ぐ
五
尺
踊
保
存
会
や

広
田
小
学
校
郷
土
芸
能
部
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
披
露
さ
れ
て
い

ま
す
。

・ グリーンフェアで
披露された五尺踊り





死 亡）

（出 生）

町
の
人
口
・
世
帯

いつき

じゅんぺい

死 亡）

（出 生）

いつき

じゅんぺい

出 生）

町
の
人
口
・
世
帯

月 日 月 日受付分（敬称略）
この欄に載せて欲しくない方は、届け
出のときに窓口へお申し出ください。

世 帯 数 世帯

男 人

女 ， 人

合 計 ， 人



月 日 曜日 内 容 時 間 場 所月 日 曜日 内 容 時 間 場 所


